
津山市東新町屋外看板

第37回しんわ美術展　金賞作品
「めぐり」

尾上　まゆ（日本画）

【審査員講評】
　静かな絵である。雲中から少し顔を出すのは
朝日だろうか。絵をじっと見ていると、思いの
外強い波があることに気づく。作者の視線、細
やかな表現が次第に見るものの心を捉え絵の中
に誘う。小さな声だからこそ語ることのできる
世界もある。

第37回しんわ美術展　文部科学大臣賞作品
「鳥と人」

内海　福溥（日本画）

【審査員講評】
　審査の初期段階から注目を集める作品だった。
日本画絵の具の扱いに見られる作者の経験の深
さ、またそれが織りなす色使い、画面構成の妙も
あって印象的な作品となった。

　長く追求してきたモチーフである。菱形の画面を
選び、縦一本を軸にした構成には作者の意図と挑戦
が感じられ、作品に力強さを与えて成功している。色、
絵具の扱いも自然でこなれており、大変秀作である。

第37回しんわ美術展　グランプリ作品
「風紋」

藤原　加奈子（洋画）

【審査員講評】
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作州地域の活性化応援信用金庫

―2025年度上半期―
［2025.4.1 ～ 2025.9.30］

2025

2025年度上半期の地域経済活性化への取組み&トピックス当金庫のビジョンは、「持続可能な作州地域の実現」です‼

●2025年度入庫式開催
●当金庫旧林田支店に創業・移住・事業支援拠点「T-スタ」がオープン
●スプリングキャンペーン「春の定期預金」実施（5月末まで）
●お花見スポットとして本店4階屋上を開放
●第63回岡山県信用金庫野球大会に参加
●第12回お取引先との懇親の夕べ特別講演会「少数与党と今後の政治・経済」開催（講師：元 衆議院議長　伊吹 文明 氏）
●第38回つしんさくら会日帰り旅行開催（行先：兵庫県／宝塚大劇場）
●西武信用金庫、東京都商工会連合会主催「第19回東京発！物産・逸品見本市」に株式会社曲辰様と当金庫が共同でブースを出展
●サマーキャンペーン「夏の定期預金」実施（9月末まで）
●「信用金庫の日」（6月15日）PR活動の実施（粗品進呈）
●つしん福祉人材養成奨学金授与式開催（学校法人美作学園学生5名に授与：累計78名）
●第99期通常総代会開催
●新理事長就任記念定期預金の取扱い開始（9月末まで）
●株式会社日本政策金融公庫と「危機事象発生における業務連携に関する覚書」を締結
●岡山県立津山高等学校 SSⅡクラスにて地域創生に係る講義を実施
●第5期創業塾開講（共催：つやま産業支援センター、株式会社日本政策金融公庫、三井住友海上火災保険株式会社、津山商工会議所、
作州津山商工会　後援：岡山県信用保証協会、信金中央金庫）
●起業家のための創業支援セミナー開催（共催：日本フルハップ）
●つやまオープンファクトリー2025に参加（主催：つやま産業支援センター）
●「第47回津山納涼ごんごまつりIN吉井川」のごんごおどりコンテストにつしんおどり連として参加
●美作大学にて開催された「大学生のための金融リテラシー」セミナーに講師として参加
●学校法人美作学園とのコラボによる「第11回つしんこどもマネースクール」開催
●津山東中学校の職場体験学習を受入

4月

5月

6月

7月

8月

9月

地域のお客さまのために
●つしん日和の発刊

●つしんさくら会日帰り旅行を実施
　5月7日、8日の2日間、当金庫で年金をお受け取りいただいている
方を対象とした「第38回つしんさくら会日帰り旅行」を実施しました。
　今年は、つしんさくら会日帰り旅行では初となる「宝塚大劇場」
での観劇をメインに、劇場での昼食や「道の駅 神戸フルーツ・フラ
ワーパーク」での散策を楽しんでいただくバスツアーを企画しました。
宝塚大劇場では、星組トップスター 礼 真琴さんの退団公演となる
人気公演を鑑賞し、2日間で約260名の方が参加されました。

　作州地域に本店を有する唯一の金融機関として、当金庫
では、お客さま情報を中心にオリジナル広報誌「つしん日和」
を毎月発刊しております。
●当金庫の取組み紹介　　●地域の企業紹介
●お役立ち情報、当金庫の新商品およびイベント等の紹介
●その他地域情報
　などを掲載しております。

事業先のために
●お取引先との懇親の夕べ特別講演会を開催

●㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生に
　おける業務連携に関する覚書」を締結
　7月1日、㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生におけ
る業務連携に関する覚書」を締結しました。
　本覚書は、自然災害や感染症の発生などの地域経済に
影響を及ぼす危機事象の発生時に、両者が連携して地域
事業者に対する円滑な金融サービスを継続して提供し、地
域経済の復興・発展を図ることを目的としています。
　業務連携の内容は、①各々の金融支援機能を発揮した事
業者への迅速な資金繰り支援②コンサルティング機能の発
揮及び必要な情報提供、並びに双方向の事業者等の紹介
③地域経済の復
興・発展に向け
た融資相談会の
実施④その他危
機事象発生時に
必要となる連携、
となっています。

●つしん福祉人材養成奨学金を授与
　2010年度より学校法人美作学園 美作大学生活科学部社会福祉学科
または美作大学短期大学部専攻科介護福祉専攻において福祉を学び、
卒業後も末永く作州地域で活躍していただける学生に対し、毎年奨学
金(1人20万円)を授与しております。今回で16回目となり累計78名
の学生へ授与しました。

　4月24日、津山鶴山ホテルにて、「第12回 お取引先との懇親
の夕べ特別講演会」を開催しました。
　本講演会は、日本フルハップおよび中国地区しんきん経営者
協議会に協賛をいただき、当金庫お取引先様等、約200名の方
が参加されました。
　講師には元衆議院議長 伊吹文明氏をお招きし、「少数与党と
今後の政治・経済」と題して、政界での豊富なご経験をもとに、
現在のアメリカの政策、今後の経済動向に対する見解や、日本
の少数与党と野党のあ
るべき姿などについて
お話しいただきました。
　また、講演会後には
交流会を開催し、お取
引先様同士や当金庫
役職員との交流を深め
ました。

作州地域のために

●つしん景況レポートの発刊
　作州地域内約260企業の経営者のご協力のもと、作州地域の
景況感を経営者の皆さま方と共有し、皆さま方の良きパートナー
として、地域産業の繁栄に努めてまいります。

●東京発！物産・逸品見本市に参加
　5月19日から5日間にわたり、都内で開催された対面販売会「第
19回東京発！物産・逸品見本市」に、株式会社曲辰様と当金庫が共
同でブースを出展しました。
　本販売会は、西武信用金庫と東京都商工会連合会の主催により開
催されているもので、新宿駅西口広場イベントコーナーを会場に、
全国26の信用金庫と西武信用金庫のお客様が集結し、地域の逸品を
販売する催しです。
　株式会社曲辰様は第1部(19日～ 21日の3日間)に参加し、「岡山甘
栗の焼き栗」や「牛魔王」などの津山地域の産品を販売しました。
　津山の産品は大変好評で、焼き栗は早々に完売となるなど、多く
の方に商品をお買い求めいただきました。

10月17日～ 10月26日
第37回しんわ美術展　協賛

2025年度の事業再構築等の補助金取り組み（～ 10月）
申請件数…34件　採択件数…27件
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●2025年度入庫式開催
●当金庫旧林田支店に創業・移住・事業支援拠点「T-スタ」がオープン
●スプリングキャンペーン「春の定期預金」実施（5月末まで）
●お花見スポットとして本店4階屋上を開放
●第63回岡山県信用金庫野球大会に参加
●第12回お取引先との懇親の夕べ特別講演会「少数与党と今後の政治・経済」開催（講師：元 衆議院議長　伊吹 文明 氏）
●第38回つしんさくら会日帰り旅行開催（行先：兵庫県／宝塚大劇場）
●西武信用金庫、東京都商工会連合会主催「第19回東京発！物産・逸品見本市」に株式会社曲辰様と当金庫が共同でブースを出展
●サマーキャンペーン「夏の定期預金」実施（9月末まで）
●「信用金庫の日」（6月15日）PR活動の実施（粗品進呈）
●つしん福祉人材養成奨学金授与式開催（学校法人美作学園学生5名に授与：累計78名）
●第99期通常総代会開催
●新理事長就任記念定期預金の取扱い開始（9月末まで）
●株式会社日本政策金融公庫と「危機事象発生における業務連携に関する覚書」を締結
●岡山県立津山高等学校 SSⅡクラスにて地域創生に係る講義を実施
●第5期創業塾開講（共催：つやま産業支援センター、株式会社日本政策金融公庫、三井住友海上火災保険株式会社、津山商工会議所、
作州津山商工会　後援：岡山県信用保証協会、信金中央金庫）
●起業家のための創業支援セミナー開催（共催：日本フルハップ）
●つやまオープンファクトリー2025に参加（主催：つやま産業支援センター）
●「第47回津山納涼ごんごまつりIN吉井川」のごんごおどりコンテストにつしんおどり連として参加
●美作大学にて開催された「大学生のための金融リテラシー」セミナーに講師として参加
●学校法人美作学園とのコラボによる「第11回つしんこどもマネースクール」開催
●津山東中学校の職場体験学習を受入

4月

5月

6月

7月

8月

9月

地域のお客さまのために
●つしん日和の発刊

●つしんさくら会日帰り旅行を実施
　5月7日、8日の2日間、当金庫で年金をお受け取りいただいている
方を対象とした「第38回つしんさくら会日帰り旅行」を実施しました。
　今年は、つしんさくら会日帰り旅行では初となる「宝塚大劇場」
での観劇をメインに、劇場での昼食や「道の駅 神戸フルーツ・フラ
ワーパーク」での散策を楽しんでいただくバスツアーを企画しました。
宝塚大劇場では、星組トップスター 礼 真琴さんの退団公演となる
人気公演を鑑賞し、2日間で約260名の方が参加されました。

　作州地域に本店を有する唯一の金融機関として、当金庫
では、お客さま情報を中心にオリジナル広報誌「つしん日和」
を毎月発刊しております。
●当金庫の取組み紹介　　●地域の企業紹介
●お役立ち情報、当金庫の新商品およびイベント等の紹介
●その他地域情報
　などを掲載しております。

事業先のために
●お取引先との懇親の夕べ特別講演会を開催

●㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生に
　おける業務連携に関する覚書」を締結
　7月1日、㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生におけ
る業務連携に関する覚書」を締結しました。
　本覚書は、自然災害や感染症の発生などの地域経済に
影響を及ぼす危機事象の発生時に、両者が連携して地域
事業者に対する円滑な金融サービスを継続して提供し、地
域経済の復興・発展を図ることを目的としています。
　業務連携の内容は、①各々の金融支援機能を発揮した事
業者への迅速な資金繰り支援②コンサルティング機能の発
揮及び必要な情報提供、並びに双方向の事業者等の紹介
③地域経済の復
興・発展に向け
た融資相談会の
実施④その他危
機事象発生時に
必要となる連携、
となっています。

●つしん福祉人材養成奨学金を授与
　2010年度より学校法人美作学園 美作大学生活科学部社会福祉学科
または美作大学短期大学部専攻科介護福祉専攻において福祉を学び、
卒業後も末永く作州地域で活躍していただける学生に対し、毎年奨学
金(1人20万円)を授与しております。今回で16回目となり累計78名
の学生へ授与しました。

　4月24日、津山鶴山ホテルにて、「第12回 お取引先との懇親
の夕べ特別講演会」を開催しました。
　本講演会は、日本フルハップおよび中国地区しんきん経営者
協議会に協賛をいただき、当金庫お取引先様等、約200名の方
が参加されました。
　講師には元衆議院議長 伊吹文明氏をお招きし、「少数与党と
今後の政治・経済」と題して、政界での豊富なご経験をもとに、
現在のアメリカの政策、今後の経済動向に対する見解や、日本
の少数与党と野党のあ
るべき姿などについて
お話しいただきました。
　また、講演会後には
交流会を開催し、お取
引先様同士や当金庫
役職員との交流を深め
ました。

作州地域のために

●つしん景況レポートの発刊
　作州地域内約260企業の経営者のご協力のもと、作州地域の
景況感を経営者の皆さま方と共有し、皆さま方の良きパートナー
として、地域産業の繁栄に努めてまいります。

●東京発！物産・逸品見本市に参加
　5月19日から5日間にわたり、都内で開催された対面販売会「第
19回東京発！物産・逸品見本市」に、株式会社曲辰様と当金庫が共
同でブースを出展しました。
　本販売会は、西武信用金庫と東京都商工会連合会の主催により開
催されているもので、新宿駅西口広場イベントコーナーを会場に、
全国26の信用金庫と西武信用金庫のお客様が集結し、地域の逸品を
販売する催しです。
　株式会社曲辰様は第1部(19日～ 21日の3日間)に参加し、「岡山甘
栗の焼き栗」や「牛魔王」などの津山地域の産品を販売しました。
　津山の産品は大変好評で、焼き栗は早々に完売となるなど、多く
の方に商品をお買い求めいただきました。

10月17日～ 10月26日
第37回しんわ美術展　協賛

2025年度の事業再構築等の補助金取り組み（～ 10月）
申請件数…34件　採択件数…27件



2 損益の状況

実質業務純益

業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益

当期純利益

（単位：百万円）

科　目
2024年
9月期
（半期）

2025 年
3月期
（通期）

2025 年
9月期
（半期）

業 務 純 益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約
損益を除く）

経 常 利 益

当期純利益

181

181

181

181

212

141

330

330

330

330

399

190

202

202

213

205

229

176

（注）１. 業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
２. 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
３. コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

148,677百万円

140,000

145,000

150,000

155,000

64,966百万円

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

地方公共団体
18.9%

不動産業
8.8%

176百万円
229百万円
205百万円
213百万円
202百万円
202百万円

8,246百万円 10.91％
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本の額［（イ）－（ロ）］（ハ）

リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

自己資本比率［（ハ）／（二）］

8,184

106

8,077

74,443

10.85%

70,895
3,547
74,443

2,835
141
2,977

72,816
3,036
75,852

2,912
121
3,034

72,506
3,036
75,542

2,900
121
3,021

8,222

121

8,101

75,852

10.68%

8,379

133

8,246

75,542

10.91%

①「所要自己資本額」は、リスク・アセットに 4％を乗じて算出した額です。
②「リスク・アセット」とは、自己資本比率を計算する際の分母に用いるもので、『信用リスクアセット(資産額× 資産のリスクに応じた掛目 )』と、『オ
ペレーショナル・リスク(システム障害や不祥事、事務ミス等により損失を被るリスク)相当額を8％で除した額』の合計を計上しております。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第 89条第 1項において準用する銀行法第 14条の 2の規定に基づき、信用金庫および信用金
庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18年金融庁告示第 21号）」
に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

2024年
9月期

2025 年
3月期

2025 年
9月期項　　目

●自己資本の構成に関する開示事項

Ⅰ. 運用残高（貸借対照表計上額）

自己資本額と自己資本比率

（単位：百万円）

金融再生法上の不良債権（A）

正 　　常　　 債　　 権

保　　　全　　 （B）額

保全率（B）／（A）(％)

担保・保証等控除後債権
に対する引当率
（C）／（（A）ー（D））（％）

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

●金融再生法による開示債権と保全額

（単位：百万円）
イ . 信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計

ロ . オペレーショナル・リスク

ハ . 単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

●自己資本の充実度に関する事項

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危　険　債　権

要 管 理 債 権

貸倒引当金 （C）

担保・保証等（D）

2025年3月期 2025年9月期

不良債権額 不良債権比率 不良債権比率
（貸倒引当金控除後）

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

（単位：百万円）Ⅱ. 評価損益

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

■ 債券　　■ 株式　　■ その他 （単位：百万円）　債券　　 　株式　　   その他　

2024年9月期

1,642
121
1,384
136

65,295
1,532
442
1,089
93.30%

80.08%

1,752
176
1,424
151

65,162
1,644
425
1,218
93.83%

79.74%

1,770
191
1,437
141

63,817
1,665
421
1,244
94.06%

80.02%

（単位：百万円）

41,768

391

16,802

58,961

5,004

53,957

46,187

356

17,060

63,603

8,081

55,522

46,950

337

16,689

63,976

8,268

55,708

△ 446

8

△ 292

△ 729

△ 120

△ 609

△ 1,790

△ 6

△ 652

△ 2,449

△ 636

△ 1,813

△ 2,195

9

△ 613

△ 2,799

△ 907

△ 1,892

①「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産・会社更生・再生手続等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。
②「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権を
いいます。
③「要管理債権」とは、3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権をいいます。
④「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の
合計額です。
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10,000

20,000

30,000
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2025年3月期 2025年9月期2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期2024年9月期

63,603 63,976 
58,961
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-2,000
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-1,000
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0
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建設業 4.1%

その他のサービス
3.8%

教育、学習支援業1.6%

金融業、保険業 2.9%

製造業 6.4%
卸売業、小売業

7.1%

医療、福祉 4.4%

農業、林業2.1%

生活関連サービス業、
娯楽業1.6%

運輸業、郵便業1.0% その他 1.9%

2025年度9月期（半期）の業況

１ 預金・貸出金の状況
預金積金残高

預金者別預金積金残高の構成比

　2025年9月期の預金積金残高は、
2025年3月期より975百万円減少し、
148,677百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

149,652 148,677

152,532 金融機関 0.08%公金 2.9%

個人
79.4%

一般法人
17.6%

貸出金残高
業種別貸出金残高の構成比

　2025年9月期の貸出金残高は、
2025年3月期より1,258百万円減少し、
64,966百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

66,224 64,96666,231

（単位：百万円）

（単位：百万円）

個人
35.5%

※ お借入の際には、所定の審査がございます。店頭または渉外担当者までお尋ね下さい。
※ チラシに記載の内容は 2025年 10月末時点のものです。

～ つしんのおすすめ商品 ～
つしんひまわりクラブ つしんVISA一体型 ICカード

「 ぎゅっと 」 つしんマイカーローン

自己資本額 自己資本比率

3 自己資本比率（国内基準）

2024 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 3月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

4 不良債権比率

不良債権額 不良債権比率

　当金庫の 2025 年 9 月期の自己資本比率は 10.91％と国内基準 4％の 2.7 倍以上であり、経営の健全性・安全性は十分確保しておりますので、
皆さまに安心してお取引いただけます。

2.70％

5 有価証券の状況

1,770百万円

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

（単位：百万円） 不良債権額と不良債権比率

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

8,101 8,246
8,077

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%10.85% 10.68% 10.91%

種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期 種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

1,752 1,770
1,642

2.62% 2.70%2.45%

2.00% 2.07%1.80%



2 損益の状況

実質業務純益

業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益

当期純利益

（単位：百万円）

科　目
2024年
9月期
（半期）

2025 年
3月期
（通期）

2025 年
9月期
（半期）

業 務 純 益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約
損益を除く）

経 常 利 益

当期純利益

181

181

181

181

212

141

330

330

330

330

399

190

202

202

213

205

229

176

（注）１. 業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
２. 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
３. コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

148,677百万円

140,000

145,000

150,000

155,000

64,966百万円

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

地方公共団体
18.9%

不動産業
8.8%

176百万円
229百万円
205百万円
213百万円
202百万円
202百万円

8,246百万円 10.91％
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本の額［（イ）－（ロ）］（ハ）

リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

自己資本比率［（ハ）／（二）］

8,184

106

8,077

74,443

10.85%

70,895
3,547
74,443

2,835
141
2,977

72,816
3,036
75,852

2,912
121
3,034

72,506
3,036
75,542

2,900
121
3,021

8,222

121

8,101

75,852

10.68%

8,379

133

8,246

75,542

10.91%

①「所要自己資本額」は、リスク・アセットに 4％を乗じて算出した額です。
②「リスク・アセット」とは、自己資本比率を計算する際の分母に用いるもので、『信用リスクアセット(資産額× 資産のリスクに応じた掛目 )』と、『オ
ペレーショナル・リスク(システム障害や不祥事、事務ミス等により損失を被るリスク)相当額を8％で除した額』の合計を計上しております。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第 89条第 1項において準用する銀行法第 14条の 2の規定に基づき、信用金庫および信用金
庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18年金融庁告示第 21号）」
に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

2024年
9月期

2025 年
3月期

2025 年
9月期項　　目

●自己資本の構成に関する開示事項

Ⅰ. 運用残高（貸借対照表計上額）

自己資本額と自己資本比率

（単位：百万円）

金融再生法上の不良債権（A）

正 　　常　　 債　　 権

保　　　全　　 （B）額

保全率（B）／（A）(％)

担保・保証等控除後債権
に対する引当率
（C）／（（A）ー（D））（％）

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

●金融再生法による開示債権と保全額

（単位：百万円）
イ . 信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計

ロ . オペレーショナル・リスク

ハ . 単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

●自己資本の充実度に関する事項

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危　険　債　権

要 管 理 債 権

貸倒引当金 （C）

担保・保証等（D）

2025年3月期 2025年9月期

不良債権額 不良債権比率 不良債権比率
（貸倒引当金控除後）

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

（単位：百万円）Ⅱ. 評価損益

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

■ 債券　　■ 株式　　■ その他 （単位：百万円）　債券　　 　株式　　   その他　

2024年9月期

1,642
121
1,384
136

65,295
1,532
442
1,089
93.30%

80.08%

1,752
176
1,424
151

65,162
1,644
425
1,218
93.83%

79.74%

1,770
191
1,437
141

63,817
1,665
421
1,244
94.06%

80.02%

（単位：百万円）

41,768

391

16,802

58,961

5,004

53,957

46,187

356

17,060

63,603

8,081

55,522

46,950

337

16,689

63,976

8,268

55,708

△ 446

8

△ 292

△ 729

△ 120

△ 609

△ 1,790

△ 6

△ 652

△ 2,449

△ 636

△ 1,813

△ 2,195

9

△ 613

△ 2,799

△ 907

△ 1,892

①「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産・会社更生・再生手続等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。
②「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権を
いいます。
③「要管理債権」とは、3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権をいいます。
④「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の
合計額です。
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6,500
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2025年3月期 2025年9月期2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期2024年9月期

63,603 63,976 
58,961

-2,500

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

建設業 4.1%

その他のサービス
3.8%

教育、学習支援業1.6%

金融業、保険業 2.9%

製造業 6.4%
卸売業、小売業

7.1%

医療、福祉 4.4%

農業、林業2.1%

生活関連サービス業、
娯楽業1.6%

運輸業、郵便業1.0% その他 1.9%

2025年度9月期（半期）の業況

１ 預金・貸出金の状況
預金積金残高

預金者別預金積金残高の構成比

　2025年9月期の預金積金残高は、
2025年3月期より975百万円減少し、
148,677百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

149,652 148,677

152,532 金融機関 0.08%公金 2.9%

個人
79.4%

一般法人
17.6%

貸出金残高
業種別貸出金残高の構成比

　2025年9月期の貸出金残高は、
2025年3月期より1,258百万円減少し、
64,966百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

66,224 64,96666,231

（単位：百万円）

（単位：百万円）

個人
35.5%

※ お借入の際には、所定の審査がございます。店頭または渉外担当者までお尋ね下さい。
※ チラシに記載の内容は 2025年 10月末時点のものです。

～ つしんのおすすめ商品 ～
つしんひまわりクラブ つしんVISA一体型 ICカード

「 ぎゅっと 」 つしんマイカーローン

自己資本額 自己資本比率

3 自己資本比率（国内基準）

2024 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 3月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

4 不良債権比率

不良債権額 不良債権比率

　当金庫の 2025 年 9 月期の自己資本比率は 10.91％と国内基準 4％の 2.7 倍以上であり、経営の健全性・安全性は十分確保しておりますので、
皆さまに安心してお取引いただけます。

2.70％

5 有価証券の状況

1,770百万円

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

（単位：百万円） 不良債権額と不良債権比率

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

8,101 8,246
8,077

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%10.85% 10.68% 10.91%

種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期 種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

1,752 1,770
1,642

2.62% 2.70%2.45%

2.00% 2.07%1.80%



2 損益の状況

実質業務純益

業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益

当期純利益

（単位：百万円）

科　目
2024年
9月期
（半期）

2025 年
3月期
（通期）

2025 年
9月期
（半期）

業 務 純 益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約
損益を除く）

経 常 利 益

当期純利益

181

181

181

181

212

141

330

330

330

330

399

190

202

202

213

205

229

176

（注）１. 業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
２. 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
３. コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

148,677百万円

140,000

145,000

150,000

155,000

64,966百万円

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

地方公共団体
18.9%

不動産業
8.8%

176百万円
229百万円
205百万円
213百万円
202百万円
202百万円

8,246百万円 10.91％
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本の額［（イ）－（ロ）］（ハ）

リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

自己資本比率［（ハ）／（二）］

8,184

106

8,077

74,443

10.85%

70,895
3,547
74,443

2,835
141
2,977

72,816
3,036
75,852

2,912
121
3,034

72,506
3,036
75,542

2,900
121
3,021

8,222

121

8,101

75,852

10.68%

8,379

133

8,246

75,542

10.91%

①「所要自己資本額」は、リスク・アセットに 4％を乗じて算出した額です。
②「リスク・アセット」とは、自己資本比率を計算する際の分母に用いるもので、『信用リスクアセット(資産額× 資産のリスクに応じた掛目 )』と、『オ
ペレーショナル・リスク(システム障害や不祥事、事務ミス等により損失を被るリスク)相当額を8％で除した額』の合計を計上しております。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第 89条第 1項において準用する銀行法第 14条の 2の規定に基づき、信用金庫および信用金
庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18年金融庁告示第 21号）」
に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

2024年
9月期

2025 年
3月期

2025 年
9月期項　　目

●自己資本の構成に関する開示事項

Ⅰ. 運用残高（貸借対照表計上額）

自己資本額と自己資本比率

（単位：百万円）

金融再生法上の不良債権（A）

正 　　常　　 債　　 権

保　　　全　　 （B）額

保全率（B）／（A）(％)

担保・保証等控除後債権
に対する引当率
（C）／（（A）ー（D））（％）

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

●金融再生法による開示債権と保全額

（単位：百万円）
イ . 信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計

ロ . オペレーショナル・リスク

ハ . 単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

●自己資本の充実度に関する事項

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危　険　債　権

要 管 理 債 権

貸倒引当金 （C）

担保・保証等（D）

2025年3月期 2025年9月期

不良債権額 不良債権比率 不良債権比率
（貸倒引当金控除後）

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

（単位：百万円）Ⅱ. 評価損益

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

■ 債券　　■ 株式　　■ その他 （単位：百万円）　債券　　 　株式　　   その他　

2024年9月期

1,642
121
1,384
136

65,295
1,532
442
1,089
93.30%

80.08%

1,752
176
1,424
151

65,162
1,644
425
1,218
93.83%

79.74%

1,770
191
1,437
141

63,817
1,665
421
1,244
94.06%

80.02%

（単位：百万円）

41,768

391

16,802

58,961

5,004

53,957

46,187

356

17,060

63,603

8,081

55,522

46,950

337

16,689

63,976

8,268

55,708

△ 446

8

△ 292

△ 729

△ 120

△ 609

△ 1,790

△ 6

△ 652

△ 2,449

△ 636

△ 1,813

△ 2,195

9

△ 613

△ 2,799

△ 907

△ 1,892

①「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産・会社更生・再生手続等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。
②「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権を
いいます。
③「要管理債権」とは、3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権をいいます。
④「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の
合計額です。

1000

1500

2000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

国内基準

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2025年3月期 2025年9月期2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期2024年9月期

63,603 63,976 
58,961
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建設業 4.1%

その他のサービス
3.8%

教育、学習支援業1.6%

金融業、保険業 2.9%

製造業 6.4%
卸売業、小売業

7.1%

医療、福祉 4.4%

農業、林業2.1%

生活関連サービス業、
娯楽業1.6%

運輸業、郵便業1.0% その他 1.9%

2025年度9月期（半期）の業況

１ 預金・貸出金の状況
預金積金残高

預金者別預金積金残高の構成比

　2025年9月期の預金積金残高は、
2025年3月期より975百万円減少し、
148,677百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

149,652 148,677

152,532 金融機関 0.08%公金 2.9%

個人
79.4%

一般法人
17.6%

貸出金残高
業種別貸出金残高の構成比

　2025年9月期の貸出金残高は、
2025年3月期より1,258百万円減少し、
64,966百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

66,224 64,96666,231

（単位：百万円）

（単位：百万円）

個人
35.5%

※ お借入の際には、所定の審査がございます。店頭または渉外担当者までお尋ね下さい。
※ チラシに記載の内容は 2025年 10月末時点のものです。

～ つしんのおすすめ商品 ～
つしんひまわりクラブ つしんVISA一体型 ICカード

「 ぎゅっと 」 つしんマイカーローン

自己資本額 自己資本比率

3 自己資本比率（国内基準）

2024 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 3月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

4 不良債権比率

不良債権額 不良債権比率

　当金庫の 2025 年 9 月期の自己資本比率は 10.91％と国内基準 4％の 2.7 倍以上であり、経営の健全性・安全性は十分確保しておりますので、
皆さまに安心してお取引いただけます。

2.70％

5 有価証券の状況

1,770百万円

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

（単位：百万円） 不良債権額と不良債権比率
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6.00%

8.00%

8,101 8,246
8,077

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%10.85% 10.68% 10.91%

種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期 種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

1,752 1,770
1,642

2.62% 2.70%2.45%

2.00% 2.07%1.80%



2 損益の状況

実質業務純益

業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益

当期純利益

（単位：百万円）

科　目
2024年
9月期
（半期）

2025 年
3月期
（通期）

2025 年
9月期
（半期）

業 務 純 益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約
損益を除く）

経 常 利 益

当期純利益

181

181

181

181

212

141

330

330

330

330

399

190

202

202

213

205

229

176

（注）１. 業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
２. 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
３. コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

148,677百万円

140,000

145,000

150,000

155,000

64,966百万円

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

地方公共団体
18.9%

不動産業
8.8%

176百万円
229百万円
205百万円
213百万円
202百万円
202百万円

8,246百万円 10.91％
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本の額［（イ）－（ロ）］（ハ）

リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

自己資本比率［（ハ）／（二）］

8,184

106

8,077

74,443

10.85%

70,895
3,547
74,443

2,835
141
2,977

72,816
3,036
75,852

2,912
121
3,034

72,506
3,036
75,542

2,900
121
3,021

8,222

121

8,101

75,852

10.68%

8,379

133

8,246

75,542

10.91%

①「所要自己資本額」は、リスク・アセットに 4％を乗じて算出した額です。
②「リスク・アセット」とは、自己資本比率を計算する際の分母に用いるもので、『信用リスクアセット(資産額× 資産のリスクに応じた掛目 )』と、『オ
ペレーショナル・リスク(システム障害や不祥事、事務ミス等により損失を被るリスク)相当額を8％で除した額』の合計を計上しております。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第 89条第 1項において準用する銀行法第 14条の 2の規定に基づき、信用金庫および信用金
庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18年金融庁告示第 21号）」
に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

2024年
9月期

2025 年
3月期

2025 年
9月期項　　目

●自己資本の構成に関する開示事項

Ⅰ. 運用残高（貸借対照表計上額）

自己資本額と自己資本比率

（単位：百万円）

金融再生法上の不良債権（A）

正 　　常　　 債　　 権

保　　　全　　 （B）額

保全率（B）／（A）(％)

担保・保証等控除後債権
に対する引当率
（C）／（（A）ー（D））（％）

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

●金融再生法による開示債権と保全額

（単位：百万円）
イ . 信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計

ロ . オペレーショナル・リスク

ハ . 単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

●自己資本の充実度に関する事項

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危　険　債　権

要 管 理 債 権

貸倒引当金 （C）

担保・保証等（D）

2025年3月期 2025年9月期

不良債権額 不良債権比率 不良債権比率
（貸倒引当金控除後）

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

（単位：百万円）Ⅱ. 評価損益

債　　 券

株　　 式

そ の 他

合　　 計
満 期 保 有
目的の債券
そ　の　他
有 価 証 券

■ 債券　　■ 株式　　■ その他 （単位：百万円）　債券　　 　株式　　   その他　

2024年9月期

1,642
121
1,384
136

65,295
1,532
442
1,089
93.30%

80.08%

1,752
176
1,424
151

65,162
1,644
425
1,218
93.83%

79.74%

1,770
191
1,437
141

63,817
1,665
421
1,244
94.06%

80.02%

（単位：百万円）

41,768

391

16,802

58,961

5,004

53,957

46,187

356

17,060

63,603

8,081

55,522

46,950

337

16,689

63,976

8,268

55,708

△ 446

8

△ 292

△ 729

△ 120

△ 609

△ 1,790

△ 6

△ 652

△ 2,449

△ 636

△ 1,813

△ 2,195

9

△ 613

△ 2,799

△ 907

△ 1,892

①「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産・会社更生・再生手続等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。
②「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権を
いいます。
③「要管理債権」とは、3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権をいいます。
④「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の
合計額です。
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5,500
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8,500

国内基準

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2025年3月期 2025年9月期2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期2024年9月期

63,603 63,976 
58,961

-2,500

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

建設業 4.1%

その他のサービス
3.8%

教育、学習支援業1.6%

金融業、保険業 2.9%

製造業 6.4%
卸売業、小売業

7.1%

医療、福祉 4.4%

農業、林業2.1%

生活関連サービス業、
娯楽業1.6%

運輸業、郵便業1.0% その他 1.9%

2025年度9月期（半期）の業況

１ 預金・貸出金の状況
預金積金残高

預金者別預金積金残高の構成比

　2025年9月期の預金積金残高は、
2025年3月期より975百万円減少し、
148,677百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

149,652 148,677

152,532 金融機関 0.08%公金 2.9%

個人
79.4%

一般法人
17.6%

貸出金残高
業種別貸出金残高の構成比

　2025年9月期の貸出金残高は、
2025年3月期より1,258百万円減少し、
64,966百万円となりました。

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

66,224 64,96666,231

（単位：百万円）

（単位：百万円）

個人
35.5%

※ お借入の際には、所定の審査がございます。店頭または渉外担当者までお尋ね下さい。
※ チラシに記載の内容は 2025年 10月末時点のものです。

～ つしんのおすすめ商品 ～
つしんひまわりクラブ つしんVISA一体型 ICカード

「 ぎゅっと 」 つしんマイカーローン

自己資本額 自己資本比率

3 自己資本比率（国内基準）

2024 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 3月期
リスク・アセット 所要自己資本額

2025 年 9月期
リスク・アセット 所要自己資本額

4 不良債権比率

不良債権額 不良債権比率

　当金庫の 2025 年 9 月期の自己資本比率は 10.91％と国内基準 4％の 2.7 倍以上であり、経営の健全性・安全性は十分確保しておりますので、
皆さまに安心してお取引いただけます。

2.70％

5 有価証券の状況

1,770百万円

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

（単位：百万円） 不良債権額と不良債権比率

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

8,101 8,246
8,077

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%10.85% 10.68% 10.91%

種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期 種　別 2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期

1,752 1,770
1,642

2.62% 2.70%2.45%

2.00% 2.07%1.80%



津山市東新町屋外看板

第37回しんわ美術展　金賞作品
「めぐり」

尾上　まゆ（日本画）

【審査員講評】
　静かな絵である。雲中から少し顔を出すのは
朝日だろうか。絵をじっと見ていると、思いの
外強い波があることに気づく。作者の視線、細
やかな表現が次第に見るものの心を捉え絵の中
に誘う。小さな声だからこそ語ることのできる
世界もある。

第37回しんわ美術展　文部科学大臣賞作品
「鳥と人」

内海　福溥（日本画）

【審査員講評】
　審査の初期段階から注目を集める作品だった。
日本画絵の具の扱いに見られる作者の経験の深
さ、またそれが織りなす色使い、画面構成の妙も
あって印象的な作品となった。

　長く追求してきたモチーフである。菱形の画面を
選び、縦一本を軸にした構成には作者の意図と挑戦
が感じられ、作品に力強さを与えて成功している。色、
絵具の扱いも自然でこなれており、大変秀作である。

第37回しんわ美術展　グランプリ作品
「風紋」

藤原　加奈子（洋画）

【審査員講評】

TSUSHIN ACTION

津山しんわ
文化財団

補助金の
取り組み

作州地域の活性化応援信用金庫

―2025年度上半期―
［2025.4.1 ～ 2025.9.30］

2025

2025年度上半期の地域経済活性化への取組み&トピックス当金庫のビジョンは、「持続可能な作州地域の実現」です‼

●2025年度入庫式開催
●当金庫旧林田支店に創業・移住・事業支援拠点「T-スタ」がオープン
●スプリングキャンペーン「春の定期預金」実施（5月末まで）
●お花見スポットとして本店4階屋上を開放
●第63回岡山県信用金庫野球大会に参加
●第12回お取引先との懇親の夕べ特別講演会「少数与党と今後の政治・経済」開催（講師：元 衆議院議長　伊吹 文明 氏）
●第38回つしんさくら会日帰り旅行開催（行先：兵庫県／宝塚大劇場）
●西武信用金庫、東京都商工会連合会主催「第19回東京発！物産・逸品見本市」に株式会社曲辰様と当金庫が共同でブースを出展
●サマーキャンペーン「夏の定期預金」実施（9月末まで）
●「信用金庫の日」（6月15日）PR活動の実施（粗品進呈）
●つしん福祉人材養成奨学金授与式開催（学校法人美作学園学生5名に授与：累計78名）
●第99期通常総代会開催
●新理事長就任記念定期預金の取扱い開始（9月末まで）
●株式会社日本政策金融公庫と「危機事象発生における業務連携に関する覚書」を締結
●岡山県立津山高等学校 SSⅡクラスにて地域創生に係る講義を実施
●第5期創業塾開講（共催：つやま産業支援センター、株式会社日本政策金融公庫、三井住友海上火災保険株式会社、津山商工会議所、
作州津山商工会　後援：岡山県信用保証協会、信金中央金庫）
●起業家のための創業支援セミナー開催（共催：日本フルハップ）
●つやまオープンファクトリー2025に参加（主催：つやま産業支援センター）
●「第47回津山納涼ごんごまつりIN吉井川」のごんごおどりコンテストにつしんおどり連として参加
●美作大学にて開催された「大学生のための金融リテラシー」セミナーに講師として参加
●学校法人美作学園とのコラボによる「第11回つしんこどもマネースクール」開催
●津山東中学校の職場体験学習を受入

4月

5月

6月

7月

8月

9月

地域のお客さまのために
●つしん日和の発刊

●つしんさくら会日帰り旅行を実施
　5月7日、8日の2日間、当金庫で年金をお受け取りいただいている
方を対象とした「第38回つしんさくら会日帰り旅行」を実施しました。
　今年は、つしんさくら会日帰り旅行では初となる「宝塚大劇場」
での観劇をメインに、劇場での昼食や「道の駅 神戸フルーツ・フラ
ワーパーク」での散策を楽しんでいただくバスツアーを企画しました。
宝塚大劇場では、星組トップスター 礼 真琴さんの退団公演となる
人気公演を鑑賞し、2日間で約260名の方が参加されました。

　作州地域に本店を有する唯一の金融機関として、当金庫
では、お客さま情報を中心にオリジナル広報誌「つしん日和」
を毎月発刊しております。
●当金庫の取組み紹介　　●地域の企業紹介
●お役立ち情報、当金庫の新商品およびイベント等の紹介
●その他地域情報
　などを掲載しております。

事業先のために
●お取引先との懇親の夕べ特別講演会を開催

●㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生に
　おける業務連携に関する覚書」を締結
　7月1日、㈱日本政策金融公庫と「危機事象発生におけ
る業務連携に関する覚書」を締結しました。
　本覚書は、自然災害や感染症の発生などの地域経済に
影響を及ぼす危機事象の発生時に、両者が連携して地域
事業者に対する円滑な金融サービスを継続して提供し、地
域経済の復興・発展を図ることを目的としています。
　業務連携の内容は、①各々の金融支援機能を発揮した事
業者への迅速な資金繰り支援②コンサルティング機能の発
揮及び必要な情報提供、並びに双方向の事業者等の紹介
③地域経済の復
興・発展に向け
た融資相談会の
実施④その他危
機事象発生時に
必要となる連携、
となっています。

●つしん福祉人材養成奨学金を授与
　2010年度より学校法人美作学園 美作大学生活科学部社会福祉学科
または美作大学短期大学部専攻科介護福祉専攻において福祉を学び、
卒業後も末永く作州地域で活躍していただける学生に対し、毎年奨学
金(1人20万円)を授与しております。今回で16回目となり累計78名
の学生へ授与しました。

　4月24日、津山鶴山ホテルにて、「第12回 お取引先との懇親
の夕べ特別講演会」を開催しました。
　本講演会は、日本フルハップおよび中国地区しんきん経営者
協議会に協賛をいただき、当金庫お取引先様等、約200名の方
が参加されました。
　講師には元衆議院議長 伊吹文明氏をお招きし、「少数与党と
今後の政治・経済」と題して、政界での豊富なご経験をもとに、
現在のアメリカの政策、今後の経済動向に対する見解や、日本
の少数与党と野党のあ
るべき姿などについて
お話しいただきました。
　また、講演会後には
交流会を開催し、お取
引先様同士や当金庫
役職員との交流を深め
ました。

作州地域のために

●つしん景況レポートの発刊
　作州地域内約260企業の経営者のご協力のもと、作州地域の
景況感を経営者の皆さま方と共有し、皆さま方の良きパートナー
として、地域産業の繁栄に努めてまいります。

●東京発！物産・逸品見本市に参加
　5月19日から5日間にわたり、都内で開催された対面販売会「第
19回東京発！物産・逸品見本市」に、株式会社曲辰様と当金庫が共
同でブースを出展しました。
　本販売会は、西武信用金庫と東京都商工会連合会の主催により開
催されているもので、新宿駅西口広場イベントコーナーを会場に、
全国26の信用金庫と西武信用金庫のお客様が集結し、地域の逸品を
販売する催しです。
　株式会社曲辰様は第1部(19日～ 21日の3日間)に参加し、「岡山甘
栗の焼き栗」や「牛魔王」などの津山地域の産品を販売しました。
　津山の産品は大変好評で、焼き栗は早々に完売となるなど、多く
の方に商品をお買い求めいただきました。

10月17日～ 10月26日
第37回しんわ美術展　協賛

2025年度の事業再構築等の補助金取り組み（～ 10月）
申請件数…34件　採択件数…27件




